
　「登録有形文化財の登録」  平成20年（2008年）

　平成２０年４月、千本貯水池堰堤、忌部浄水場ろ過池、床几山配水池などの取水か
ら配水までの一連の１４施設が登録有形文化財として登録された。
　創設時に築造されたこれらの施設は、Ｗ・Ｋ・バルトン氏やその教え子の中島鋭治
氏らにより、当時の技術の粋を集め造られたものである。


